
理科における学びをみつめるとは

～小学3年生での一枚ポートフォリオの活用により～

馬場敦義

「問うこと」は，対象への新しい価値や自己の変容を実感するなどの学ぶ意欲を高める。子どもたちは，対象

と出合う ことによって，興味や疑問こだわりなどが生まれ，もっと調べてみたい，確かめたい，繰り返しやっ
てみたいという気持ちになる。それが連続していくためには，学んだことを価値付けしていく必要がある。一枚
ポー トフォリオ評価（学習者が 1枚のシートの中に学習前 ・中・後の学習履歴として記録し，それを自己評価す

る方法）は，学習者自身が行う ことのできるツールである。一人一人の学びに視点をおいた学習指導と評価につ
いて研究を進めてきた。

キーワー ド：理科学習メタ認知，一枚ポートフォ リオ評価 COPPA),授業記録

1 . 研究の目的

本校の研究キ題は，「問い続け，学び続ける子どもた

ち」である。本校でいう「問い続け，学び続ける子ど

もたち」とは，学ぶ意欲が充実し，考え合い，探究し

合うかかわりから協同的な学びをすすめる子どもたち

のことである。理科ではそれを実現するために，科学

的な見方 ・考え方を育て，自然事象の本質をさぐる理

科の学びをすすめており，教師の願いやねらいを明確

にし， 子ども一人一人の学びに視点をおいた学習指導

を心がけている。そのため，子どもの思いや願いに気

づき，応えることを大切にしながら，授業を計画し，

実践してきている。限られた時間の中で，できるだけ

子どもをみとっていくためには，その方法を工夫する

必要がある。子どもたちの学びに視点をおき，一人一

人の子どもの学習状況を把握し，個に応じた指導を充

実させていきたい。これまでも研究を続けてきた一枚

ポートフォリオ評価で小学校3年生での活用について

明らかにしていきたい。

2 研究の方法

これまで子どもたちが自己の変容を認識するために，

イメージマップやコンセプ トマップを取り入れ，研究

を進めてきた。自分の考えが変化しているこ とを振り

返ることができている子どもは多かったが，そこから

何を考えるのか，その変化をどうとらえるかは難しい

ようであった。そこで昨年度から， 2002年に開発され

た一枚ポートフォリオ評価法 (OnePage Portfolio 

Assessment, 以下OPPA)を活用してきている。OPPA

は， 一枚の用紙を用いて学習者が学習履歴として自ら

の認知過程を外化し，その内容に対して教師が適切に

コメントを加えていくことによって，学習者の内化と

内省を促し，それが次の学びにつながっていくという

働きをもっている。（山下 ・堀2010)教師のねらいと

する学習課題とその成果を，子どもが一枚のシートの

中に学習前 ・中・後の学習履歴として記録し，それを

自己評価させる方法であり，学習による変容を子ども

自身が具体的内容を通して，可視化かつ構造化された

形で振り返ることができ，その変容から学ぶ意味を感

じることが期待できる。また，教師は授業評価に活用

し，教育実践において反映しやすく ，その効果が期待

できる方法である。

一枚ポートフォリオでは，子どもが授業で学習した

ことで，大切に思ったこと，わかったこと，疑問に思

ったことなどを記録する。後からこの記録をみること

で，学習を振り返ることができる。日々の学習の記録

を教師がみることで，形成的な評価ができる。そして，

不十分なところを補ったり，誤りを修正したりするこ

とができると考えられる。前出のOPPAの先行実践を

参考に，独自の OPPA「学びの足跡」を作成し，実践

を行うことにした。（図 1)
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（図 1: OPPA「学びの足跡」）

子どもたちは，学習前後の考えを比較することで，

自分の変化が実感でき， 「学習するとできるようになる。

わかる。」と学習の良さを感じることができ意欲をも

つことができるはずである。子どもたちがもっている

既有知識や経験を元にした単元構成をしている。そし

て，授業をすすめる中で科学的な見方 ・考え方に変え

ていきたい。授業で更新された考えは，一時的により

よいものに変わっても，またすぐに戻ってしまう こと

がある。そのような素朴概念を科学的なものにしてい
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くためには，自分で学習前の考えと学習後の考えを比

較し，「自分は学習前にこんな思い込みをしていたけど，

本当はこうなんだ。」と確認することが有効であると考

えられる。最後に， 自分はなぜ考えが変わったのかを

自ら振り返ることで，「～の活動をしてからわかった。」

「00くんの考えを聞いて ・・・」 「～という説明を聞

いたから」などどのような学習方法が効果的なのかに

気がつくことができるのではないだろうか。つまり，

学び方を学べるはずである。そして，子どもたちが問

い続け，学び続けていくことをみとることができるの

では考えている。

3 授業の実際と反省

授業は， 2015年 6月 24日に行われた校内授業研究

会での『植物の育ちとつくり～しょくぶつのひみつを

さぐれ～』の単元を中心に明らかにしていく。

この単元は， 4月からの「たねをまこう」と関連す

る単元である。指導案にも書いたが，本時は，これま

でホウセンカとマリ ーゴールド，そして校庭の草花で

わかってきた「植物には根，茎葉がある。」というこ

とをさらに理解するものである。はじめのぞむくんの

ように「茎のない植物もある。」と言っていた子どもた

ちも観察を続けてきたことで，「やっぱりどの植物にも

根，茎，葉はあるようこ」と思うようになってきてい

る。子どもたちの考えをさらに深め，考えを再構成さ

せていくためには， 自分のもっている前提を揺るがせ

るような矛盾に出合う必要がある。矛盾に出合うこと

で，自分の中で課題が芽生え，「え，どうなんだろう。」

と問うことになる。その過程での子どもたちの考えを

OPPAで振り返り，記録として残した。

単元計画

本単元植物の育ちとつくり <全7時間≫

本時は第6時

ホウセンカとマリーゴール ドをくらべてみて

ホウセンカとマリーゴールドを栽培しながら，虫
第1 眼鏡などの器具を滴切に使って，その成長を観察

時 記録させる。ホウセンカとマリーゴールドの違いと

共通点を箇条書きさせていくことで植物の体のつ

くりに目を向けることができるようにする。

ホウセンカとマリーゴールドの体のつくり

前時でホウセンカとマリーゴールドの差異点と
第2・ 共通点をたくさん見つけることができた。その中か

3時 らホウセンカもマリーゴールドもく根，茎葉＞に

わかれていることに注目させ，体のつくりに興味・

関心をもちながら追究が続くようにする。

身の回りの植物の体のつくり

前時においてホウセンカもマリーゴールドも
第4 • 『根，茎葉の3つがある』ことがわかった。そこ

5時 で他の植物にもく根，茎葉＞があるのかを調べて

いく。自分で校庭や学級園の草花を採取し，＜根，

茎葉＞になっているのかを調べる。また，考えを

整理するために野菜（ダイコン）の体のつくりも考

えていく。

植物の体はく根茎 葉＞になっているのか

植物の体はく根，茎葉＞に分かれていると校庭
第6 のいろいろな植物を観察することでわかってきた。

時 さらに追究を続けさせていくために，＜根，茎葉

本時 ＞の判断の難しい。キャベッや玉ねぎなどの野菜で

考えさせていく。これまで学んできたことを総動員

（活用） して考えさせるようにしたい。

く根茎 葉＞野菜のどこを食べているの？

キャベツや玉ねぎなどの野菜もく根，茎，葉＞に

第7 分かれていることがわかった。野菜のよっては莱の

時
部分だけではなくて，実を食べるもの，茎を食べる

もの，根を食べるものなどいろいろある。栄蓑教諭

とも連携して，利用部位に注目して野菜（植物）に

対する関心を深めていく。

表1: W1lft物の体とつくり～どの植物も根，茎，菓？～』の単元計画

（図2:ホウセンカとマリーゴールドの恨，茎業）

本時では，それをキャベツの茎を考えることで子ど

もたちに矛盾に出合わせていく。キャベツの茎は葉に

包まれており ，見つけ出すことは容易ではない。そこ

で，まずは葉を考えさせることにする。子どもたちは，

葉を考えていく中で間違いなく 「根，茎葉」を考え

ようとする。根は，学級園に植えているキャベツを引

き抜けば見ることができ，茎も包丁で半分に切れば確

認することができる。どのタイミングで子どもたちが

それを言い出すのかがこの授業のターニングポイント

である。グループで丸いキャベツを観察している際に，

子どもたちから声がかかるのではないかと考えていた。

教師：さあ予想してもらいましょう。キャベツの根

茎葉はどこにあると思いますか。

ゆあ：（絵を指して）こことここだと思います。

れいり：わたしは、上の中の？

あおい：外

教師：言ってること分かる？

ゆあ：漢が）こことここだけ表面から見たのがこ

ことここだけとした。中身はさせないので。

なぜかというと根茎葉と言ってますよね)... 

ゆあさんが葉についての予想を発表する場面である。

子どもたちはこれまで持っているキャベツのイメージ
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だけで予想をしており，ゆあさんの考えが他の子ども

たちに伝わったとは思いづらい。教師としてはそのあ

とのグループでの話し合いでその辺りが深まっていけ

ばいいと思い，ゆあさんに十分説明をさせることなく

次に進めた。そこは時間をとっても良かったかもしれ

なし¥

m雨：のぞむくんはどこだと思ってるの。

のぞむ ：ホウセンカでいうと、西口君はおしゃれと

いったけど、キャベツはおいしそう。

しゅん：どういうこと？

のぞむ ：芯だけだと美味しそうじゃないけど、葉っ

ばがあったら美味しそうに見えますよね。

叶：ほうせんかとマリーゴールには葉っぱが上に

ありますよねだからそこだと思いましt~
あおい：どこ？さして

ゆうと：（指して）ここだと思いました。

まお：葉が？

教師 ：整理してから言って

しゅん質問かは分からないけど、のぞむくんに質

問。西口君がおしゃれと言ったたけど、おいし

そうといったけど、おいしそうに見せるため？

子どもたちはこれまでの学習で葉の機能について，

話し合ってきている。その中で，おしゃれのためにつ

いているのではないかという考えがでてきており，面

白い意見だったこともあり，多くの子どもたちの印象

に残っていた。花であるホウセンカの葉はおしゃれの

ためであり，葉を食べるキャベツは葉が美味しそうに

なっているのではないかということである。教師は本

時の流れに大事なことではないと考え，深く扱わなか

ったが，のぞむ君の思いに寄り添い，他の子どもたち

に返していくことで面白い学びが展開した可能性ので

はないか。

3. 2. 研究協議会からの反省

3. 2. 1. 子どもの関係性

• 前ときの学習を基に発言する子がいた。
・数名での発言になっていた，発言者に偏りが

あった。

• ノート指導がよかった。課題i設定がよかった。

・ダイコン，ニンジンもあるがキャベツのような

葉物野菜にした理由は？

・子どもたちが見慣れているスーパーに売っている

キャベツが出ていたのが，よかった。

・切らずにむしつていたらダメだったのかな，

子どもたちが進んでむしったらダメだったの？

• 初めの時間と振り返りの時間のまとめかた。

どうして畑に行くことになったのか？

• もやもやしているところがよかっt~

・切ったときに子どもたちのもやもやが晴れた。

・次に畑に行く目的になっている。

3. 2. 2. 話し言葉が優先している展開

「茎がなかったら、葉が直接出てくることになる」

の児童の発言は，葉は、支えているバランスを取って

いる。根がバランスを取っている。3年生でついて行

くのは難しい。言葉と対象が結びつかないとイメージ

するのが難しい。言いたい子が言って、のぞむ君が言

って。これは，授業内コミュニケーションが上手くい

ったのか疑問が残った。教師は指名したら、その子の

言いたいことを 100%言わせてあげる。それが表現

の可視化つながる。話し言葉が優先している展開では，

不十分である。100%可視化したら、100%共有

化できるかは別問題ではあるが，まずは可視化と共有

化させていかなければいけない。

3. 2. 3. 話し言葉が優先している展開

「根 ・茎 ・葉」で学習を進めているのに、ワークシ

ートで、『葉』だけを聞くのは、「子どもの学びの筋」

という視点からどうか疑問が残った。子どもたちは，

ワークシートにスケッチをしていた。目の前に実物が

あるのに、もっと実物と関わらせないといけない。

授業者の「実物を触ってしまうと、観察になり、結

果がわかってしまう。『予想』させてしまいたい。食べ

ている部分が葉だろう。」という考えは，教師の思惑で

授業を進めていることにつながる。子どもの気持ちに

なると、子どもはやはり「根・茎 ・葉」で考えていた。

では，「予想→観察」という流れでよかったのか？先生

の意図だったのではないか。

子どもの様子・ ・・ 根拠をもとに判断する。茎から

葉っぱが生えてくるから。「おしゃれ」 ・・・ ホウセン

カの場合は、花だけではあまりきれいではない。葉が

あるからおしゃれ。キャベツは、茎だけではおいしく

なさそう。葉の部分があるからおいしそう。筋が通っ

ている良い考え筋が通っている意見だが、その考え

が他の子どもたちの中に広がっているのか，共有化さ

れたのか。されていたとは思いにくい。学習意欲とは、

その「可視化」と「共有化」の積み重ねである。

3. 2. 4. 今後の授業で大事にしていくべきこと

①認識形成

②子どもの関L事 ・子どもの論理

③可視化・共有化 ・焦点化

④授業内のコミュニケーションをどう大切にするか

4. OPPAから見えてきたこと

授業の実際で記述した『植物の育ちとつくり～しょ

くぶつのひみつをさぐれ～』の単元における子どもた

ちの OPPAをもとに考察行う。
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4. 1. 授業を素直に振り返る

OPPシートで子どもたちは学びのあしあとを残し

ていく。その中で以下の子どもたちのように素直に授

業の振り返りをすることができている。ノートヘの考

察や感想ではなかなか書けないこともこちらのシー ト

であれば表現できているのがよくわかった。

月日題名【00tキ巳く5

~ レ：：：：千す ・這
し●‘ 

めてしりれた
;_ -I J~l 

｀日 題名【共ャベツのボ奴さ、11云丁了―=i
幻べ｀ツに殺を、菱があ加のは

に心り‘っ「事`ヽン一
（図：みき ・ゆりな ・にしだ ・の振り返り）

4. 2. 次の授業への学習意欲の高まり

あおいとり ゅうせいは，授業の内容をふりかえって

いるだけではなく ，次の授業に期待し，楽しみにして

-. 

三をご：辻二l

圏：あおいの振り返り）

ぃ計日題名 【オ勺ヽ沢這、著噂てー'

ヽ '~ef)
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亨四迎てか→ ~ わ~ ~; 

也げ
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（図 ：りゅうせいの振り返り）

授業内容が興味関心を高めたことは一番であるとも

うが，このように授業を振り返ることで次への学習意

欲を高めていることを表出できている。

4. 3. 次の授業への学習意欲の高まり 2

れいりは，授業では茎の部分が他の子どもたちと意

見が違った。それは授業の最後まで変わることがなく，

納得がいっていなかった。

直担題名 【＼た.1忌 t,てぷ()】J

な~ニニ-1-t~
て一"-• " • ・れいりと同じグループのしょうたは， 自分は他の子

どもたちの説明などで解決したが，れいりが解決して

5 今後の課題

OPPAの研究を継続してきている。これまでの成果

から子どもたちが学びを実感することや次の学びへの

意欲を高めるなどその意義は大きい。 しかし，理科の

学習の中では，ノートに苫く，ワークシートにイメー

ジ図を描く，そして OPPAを書くなど子どもたちにか

くことを課していることは多い。45分という限られ

た時間の中で予想し，観察・実験を行い，結果を書き，

考察を書く中で，イメージ医を描いたり， OPPAを書か

せたりしていくのは正直時間が足りない。特に，高学

年になると学習内容も多くなっているので，ますます

足りなくなってくる。来年度は，新しい OPPシート

の開発を行っていき，今年まで使ってきた OPPシー

トとイメージのワークシートをまとめていくことがで

きればと考えている。
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